
公益社団法人日本青年会議所　地域グループ 
復興支援委員会

東北の自立復興を目指し
ＪＣのネットワークを活かした支援を行う
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田
中
康
貴

東
北
の　

物
買
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こ
と
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支
援
す
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井
も
れ
あ

復
興
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一
助
と
信
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飲
む
一
杯

　

遠
藤 

哉

社
団
法
人
横
浜
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
72
名
を
紹
介
し
、
応
援

す
る
当
企
画
。
第
二
弾
は
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

地
域
グ
ル
ー
プ
「
復
興

支
援
委
員
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
を
直
撃
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
大
地
震
と
そ
れ

に
伴
う
巨
大
津
波
に
よ
り
、
多
く
の
悲
し
み

を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。　

　

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

地
域
グ

ル
ー
プ 

復
興
支
援
委
員
会
は
「
東
日
本
大
震

災
復
興
指
針
」
～
「
自
立
」
し
た
新
た
な
東

北
へ
向
け
て
～
と
い
う
指
針
を
も
と
に
、
東

北
の
人
た
ち
の
手
に
よ
る
復
興
を
目
指
し
、

支
援
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

今
年
度
新
た
に
立
ち
上
が
っ
た
委
員
会
だ
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
地
域
協
議
会
を
有

機
的
に
連
携
さ
せ
、
被
災
地
域
が
真
に
必
要

と
す
る
支
援
を
迅
速
に
行
う
。
全
国
の
メ
ン

バ
ー
を
通
じ
て
各
地
に
支
援
の
灯
を
と
も
し
、

行
動
に
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
真
の

復
興
を
も
た
ら
す
こ
と
を
志
し
て
い
る
。

　

世
界
中
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｊ
Ｃ
独

自
の
強
み
を
活
か
す
「
Ｊ
Ｃ
に
よ
る
継
続
的

な
支
援
活
動
の
カ
タ
チ
」
と
し
て
、
以
下
「
４

つ
の
柱
」
に
沿
っ
た
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

①
私
た
ち
は
３
・
11
を
忘
れ
な
い
「
復
興
支

援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
。

②
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
「
笑
顔
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
実
施
。

③
被
災
Ｊ
Ｃ
の
力
強
い
再
生
へ
「
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ

Ｅ
Ｅ
の
絆 

応
援
団
」。

④
社
会
的
・
経
済
的
な
「
自
立
」
へ BU
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運
動
と
い
う
支
援
活
動
。

　

横
浜
Ｊ
Ｃ
か
ら
は
副
委
員
長
の
文
字
放
想

君
を
は
じ
め
、
玉
置
仁
君
、
遠
藤
哉
君
、
小

岩
井
も
れ
あ
君
、
田
中
康
貴
君
、
柴
田
健
君

の
６
名
が
出
向
。
京
都
会
議
で
の
ブ
ー
ス
出

展
や
今
年
３
月
10
〜
11
日
に
開
催
さ
れ
た
復

興
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
な
ど
で
も
大
活
躍

し
た
。

　

今
後
も
、
ま
だ
見
ぬ
災
害
へ
の
備
え
と
し

て
「
地
域
に
見
合
っ
た
災
害
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
構
築
、
推
進
、
実
施
及
び
恒
常
的
な

か
つ
実
践
的
な
防
災
訓
練
、
Ｊ
Ｃ-

Ａ
Ｉ
Ｄ

の
推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
だ
。

　

こ
れ
か
ら
も
復
興
支
援
委
員
会
の
運
動
発

信
、
横
浜
か
ら
の
出
向
メ
ン
バ
ー
を
応
援
し

て
い
こ
う
！

Liaison
1	 　月刊　「Liaison（リエゾン）」　制作／日本 JC交流委員会	 2012 年（平成 24年）4月 16日（月曜日）

日本ＪＣ交流委員会がお送りする
出向者応援新聞

出向者応援企画
　　　　Vol.2

［リエゾン］

Liaison（リエゾン）とは、ある地点や音をつなぐもの、またつなぐことによって新たに
生まれるものを意味する仏語。横浜ＪＣと出向者をつなぐ新聞という意味で名付けました。［ ］

復
興
支
援
委
員
会
運
営
の
も
と
、
３
月

に
開
催
さ
れ
た
復
興
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
２
「
東
日
本
大
震
災
合
同
慰
霊

祭
」
の
様
子
。

JC-AID（ジェーシーエイド）の販売促進
も復興支援委員会が担う運動のひとつ。こ
れはカイロやブランケット、保存食などの
災害時備蓄品であるだけでなく、他地域が
被災した時には支援物資として素早く供給
できる画期的な防災システムだ。



　

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

関
東

地
区 

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
管
の

「
井
川
会
頭
公
式
訪
問
」が
４
月
11
日（
水
）、

湘
南
国
際
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
意
見
や
要
望
を
日

本
Ｊ
Ｃ
に
伝
え
て
情
報
を
共
有
し
、
相
互

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
Ｊ
Ｃ
運
動

を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
会
だ
。

　

会
頭
と
直
に
接
す
る
機
会
を
作
る
こ
と

で
、
神
奈
川
21
Ｌ
Ｏ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
の
地
域

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
成
長
を
促
す
。
会
頭
・

担
当
副
会
頭
と
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会
長
、
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
内
21
Ｌ

Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
が
意
見
を
交
換
す
る
「
理

事
長
座
談
会
」
の
ほ
か
、
会
員
拡
大
セ
ミ

ナ
ー
、
ア
カ
デ
ミ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｖ
Ｍ
Ｖ

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
催
さ
れ
、

横
浜
Ｊ
Ｃ
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
。「
会
頭
講
演
会
」
で
は
「
変
わ
ら
な
い

た
め
に
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
井
川
直
樹

会
頭
が
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　

名
刺
交
換
会
に
は
２
０
０
名
以
上
の
Ｊ

Ｃ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
会
頭
と
神
奈
川
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
、
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
交
流
を
深

め
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

2	 　月刊かわら版　「Liaison（リエゾン）」	制作／日本 JC交流委員会	 2012 年（平成 24年）4月 16日（月曜日）

　

４
月
12
日
（
木
）、「
公
益
社
団
法

人
日
本
青
年
会
議
所 

関
東
地
区 

神

奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

会
長
公
式

訪
問
」
を
日
本
Ｊ
Ｃ
交
流
委
員
会
の

運
営
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
内
21
Ｌ

Ｏ
Ｍ
を
全
て
訪
問
さ
れ
て
い
る
宮
澤

泰
隆
会
長
。
所
属
す
る
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の

結
束
力
を
高
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
運
営

す
る
事
業
や
神
奈
川
県
内
で
開
催
さ

れ
る
日
本
Ｊ
Ｃ
の
事
業
に
対
す
る
理

解
と
意
欲
を
高
め
る
運
動
発
信
を
精

力
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
式
訪
問
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
各
Ｌ
Ｏ
Ｍ
に
一
任
さ
れ
ま
し
た

神奈川ブロック協議会
宮澤会長が横浜を訪問

　

来
る
４
月
23
日
（
月
）、
公
益
社

団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

関
東
地

区 

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

Ｊ
Ｃ

運
動
発
信
委
員
会
主
催
の
「
広
報
戦

略
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

　

広
報
の
神
髄
を
捉
え
た
講
演
を
踏

ま
え
、
実
践
的
な
座
談
会
を
通
し

て
青
年
会
議
所
の
広
報
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

情
報
発
信
技
術
向
上
に
繋
が
る
セ
ミ

ナ
ー
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
参
加
に
は
事
前
申
込
の
う

え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
提
出
が
必
要
。

参
加
希
望
の
方
は
、
Ｊ
Ｃ
運
動
発
信

委
員
会
委
員
長 

山
田 

陽
一
朗
君
ま

で
至
急
連
絡
を
！

『
広
報
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
』

■
開 

催 

日
／ 

平
成
24
年
４
月
23
日（
月
）

■
開
催
場
所
／

横
浜
市
中
区
山
下
町
77　

重
慶
飯
店

（
ロ
ー
ズ
ホ
テ
ル
横
浜
内
２
階
）

■
時
間
／
19
：
00
～
20
：
30

（
18
：
30
受
付
開
始
）

■
参
加
対
象
者
／
県
内
会
員
会
議
所

　

総
務
・
広
報
担
当
者
様

※
事
業
終
了
後
、
同
会
場
に
て
懇
親

会
を
開
催
予
定
。

■
登
録
料
／
５
０
０
０
円

■
連
絡
先
／
２
０
１
２
年
度
公
益
社

団
法
人
日
本
青
年
会
議
所 

関
東
地

区　

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

Ｊ
Ｃ
運
動
発
信
委
員
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委
員
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山
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陽
一
朗

Ｔ
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０
８
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２
０
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８-

６
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８
３

『
変
わ
ら
な
い
た
め
に
変
わ
る
』
と
は
何
か
？

（
公
社
）
日
本
青
年
会
議
所 

関
東
地
区

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会 

井
川
会
頭
公
式
訪
問

が
、
横
浜
で
は
懇
親
会
ス
タ
イ
ル
と

し
、
宮
澤
会
長
と
ブ
ロ
ッ
ク
出
向
者
、

横
浜
Ｌ
Ｏ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
が
和
気
藹
々

と
語
ら
う
演
出
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
各

卓
を
隈
な
く
回
り
、
分
け
隔
て
な
く

意
見
を
交
換
す
る
宮
澤
会
長
の
人
柄

に
、
横
浜
か
ら
の
参
加
者
一
同
、
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

公
式
訪
問
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会

議
所 

関
東
地
区 

神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
の
皆
様
、
横
浜
Ｌ
Ｏ
Ｍ
メ
ン

バ
ー
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

名刺交換会では井川会頭の前に長蛇の列が
（上）。また稲葉議長をはじめとするグロー
バルコミュニケーション確立会議は国連の
ミレニアム開発目標 MDG ｓ認知向上プロ
グラムの周知活動を（左上）、復興支援委
員会は JC-AID の販売活動を（左下）を展
開するなど、各会議体 PR の場にもなった。

神奈川ブロック協議会出向者を激励し、横浜メンバーと積極的に
名刺交換、意見を交わす宮澤泰隆会長。

北九州全国大会・げんちょー便り
　今年 10 月 11 日（木）〜 14 日（日）にかけて開催される「第

61 回全国会員大会 北九州大会」。日本ＪＣ交流委員会ではさっそ

く、現地調査に行って参りました！ 詳細は追い追い報告しますが、

開催地である北九州市は会議施設が充実、交通のアクセスもよし、

ウマいものあり、と三拍子揃った地であることは間違いナシです！ 

全国大会への参加ムーヴメントを喚起していきましょう！
今回の現地調査では前田 一副理事長を
はじめとする北九州ＪＣの皆様に大変
お世話になりました（右）。

こちらは式典・卒業式が開催さ
れる北九州メディアドームのド
アノブ。不思議な形ですが、何
をデザインモチーフにしてるか
分かります？ 

緊急告知！ 広報戦略セミナー開催


